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はじめに
　わが国の看護をめぐる環境には、目覚しい医療技
術の進歩への対応、医療安全の確保、インフォームド・
コンセントへの国民の期待等山積みする多くの課題
がある。これらに適切に対応していくため、組織的、
体系的な取り組みとして教育が果たす役割は重要と
いえる。
　臨床では、実務経験を重ねることで指導的な関わ
りを持つようになる。指導する側は、看護基礎教育
における現状の把握や、教育観が明確でなくとも、
自らの受けた指導が大きく作用し、教育という名の
もとに関わりを持っているのが実情ではないだろう
か。自身は、役割として責任を果たせているのかを
考えたとき、経験知のみの指導を行っていることに
不安を抱いた。
　今回、教育について改めて学び、さらに看護基礎
教育の現状と継続する臨床での教育への課題につい
て考える機会をこの研修において得ることができた
ため、ここで報告する。
1研修機関
1．名称
　　厚生労働省看護研修研究センター
　　「看護師養成所教員専攻」
2．設置目的
　　厚生労働省看護研修研究センターは、保健師・
　助産師・看護師養成所の看護教員養成及び看護
　教育に関する調査・研究を行う唯一の国立の機
　関として昭和52年に設立。少子高齢化が進み、
　それに伴って国民のニーズも多様化、高度化し
　たなか、国民の健康の担い手である看護職員に
　はそれに的確に応える能力が求められている。
　そして、その能力を身につけた看護職員を養成
　するには、高度な専門性に裏付けられた質の高
　い教育が必要となる。
　　この観点から、高度な資質を持った看護の教
　育者を養成し、わが国の看護教育の資質の向上
　に貢献することを目的とし設置されている。
皿研修期間
平成19年4月より平成20年3月まで
皿研修カリキュラムの概要
　1．教育目的・目標
　1）教育目的
　　看護教育に必要な基礎的知識と技術を習得
　　し、看護教員として主体的に活動しえる能力
　　を啓発する。
2）教育目標
　　　（1）看護師教育に必要な知識と技術を学び、
　　　　それらを活用できる能力を養う。
　　　（2）看護について思考を深め、自己の看護
　　　　観を明確にする。
　　　（3）看護教員として、科学的探究心及び教
　　　　育的態度を養う。
　　　（4）教養を高め、視野を広めて良識ある行
　　　　動のとれる豊かな人間性を養う。
2　教育課程
　表1参照
IV研修の流れ
　研修前期は、専門基礎分野として「哲学」「生命倫理」
「青年心理学」「集団心理」「教育原理」「教育方法」「教
育心理学」「教育評価」「学校臨床社会学」「教育制度」
がカリキュラムに組まれ行われた。
　専門分野としての看護学については並行し、前期
から「看護論」「在宅看護論」「領域対象別看護学」
「看護教育論」「看護学教育評価」「看護管理」の概論
から講義および演習が組まれ、後期には看護学教育
に関し、授業の構成・実践する能力、実践した教育
を評価できる能力、教育内容を編成する能力、教師
として学校の組織運営に主体的に関わる能力を養う
ための内容について、講義をふまえ演習を実施した。
グループダイナミクスを中心とした学習を行うと同
時に、実際の授業を構成し体験学習が行われた。さ
らにこのセンター内での学びをふまえ、10月29日
～11月19日の期間において、3週間の教育実習を
体験した。
　「看護学教育方法論」では、看護教師としてのあり
方を考え、追求し、高等教育における教師観・教育
観を明確にできるようにするための学習を行った。
「看護教育史」では、看護学教育のあり方を歴史的変
遷から理解するため、講義を中心に学んだ上で、養
成所の実際をまとめた。「看護研究」においては、研
究経験を教育活動に活用、指導につなげていくため
の内容として、原著論文のクリティークを演習にて
行いまとめた。
　関連分野である「健康政策」r情報学」「民俗学」「身
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体論」「国際看護」「医療経済学」については、全期
間を通して、教育内容全体に幅や深さを持たせるた
めの講義を中心とした学習が行われた。
　各科目履修が終了した毎に、試験およびレポート
提出による評価が行われ、修了式となった。
V研修での学びと課題
　1．全体を通して
　　看護教育を行う基礎として、看護の概念と自
　己の看護観を明確にする必要がある。それを深
　めるために、日本の看護教育の歴史的変遷を学
　ぶとともに、今後の看護教育のあり方について
　考え続ける必要性、看護学教育課程変遷のプロ
　セスと学校教育における教育計画の基本的な考
　え方、教育評価の基礎理論を基盤とした看護教
　育に必要な教育評価の具体的方法を学んだ。
　　　また、拡大する情報の概念を理解するととも
　に、情報が社会、経済、文化さらには人間の教
　育や生き方にまで及ぼす影響について学んだ。
　さらに大きく変化する保健医療福祉制度に関し
　て、その動向や政策上の根幹となる問題及びそ
　れらに対する政策決定のプロセスについて知り、
　組織的・体系的に教育を行うには、同じ理念の基、
　共通の認識が必要となることを学んだ。
　2．看護教育方法論を受講して
　　史的考察をふまえた教育の本質、目的などの
　基本概念や教育方法の理論と授業展開に必要な
　技術を基盤に、看護学教育における教授・学習
　活動に関する基礎的理論の理解と、授業の具体
　的な展開方法を学んだ。様々なニードと制約を
　ふまえた、施設における教育理念から目標を導
　き出し、教育内容の抽出をし、方法を検討して
　いく。その方法の中で、発問技法については、
　自らの課題となった。
　　質問ではなく発問は、教授する側の深い教材
　解釈に支えられている。相手の気づきにつなが
　るような具体的な発問は、自身の価値観や教材
　観の結果である。それによって思考過程を意識
　し、教材の関心を深める機会にもなりうる。こ
　の受講により、教えようとする内容について、
　場当たり的な指導ではなく、学ぶものの成長を
　保障する目標の設定と、それを達成させるため
　の意図的な関わりが必要であることに、改めて
　気づく機会となった。発問やその問いの反応に
　対する関わりとして、相手のレディネスの把握
　となる話を聞くことは重要である。また、学習
　者にとっても人は語るときに思考しながら話す。
　さらに、他者からその言葉を要約、復唱される
　ことで、再度自分の耳でそれを聞いたとき改め
　てその言葉について思考する。自分の言った言
　葉の意味を改めて考える機会を持つことは、一
歩おいたところで自分を捉えることができると
いえる。これは教育の現場において当たり前な
ことといえるが、それが実践できていない現状
も否めない。
　教育とはコピーを作ることではない。相手を
捉える上で、自身の価値観、固定観念のみでない、
ものの考え方も持つ必要がある。伝達ではなく
誘導的なかかわりが必要であり、学ぶものの力
を信じ、相手の中から導き出される学びを、自
分自身も成長として許容できる幅が必要である
といえる。
3．看護基礎教育の現状と継続する臨床での教育
への課題について
　看護基礎教育とは、専門職として看護を学ぶ
教育がなされる。数回のカリキュラム改正等も
あり、戦後の隷属的な医師からの指示のみで作
業ができる、また、即戦力となる看護師養成所
という認識を持つものは少ない。
　現状の教育の場では、看護学を学び対象と向
き合う上での考える力、判断力を養うための準
備段階として思考過程を学び、身につけるため
の動機付けをするための介入がなされている。
これは今後の看護を支えていく上で重要であり、
ひいては技術を身につけていくための動機付け
ともなりうる。
　精神・運動領域については、近年の看護業務
の複雑・多様化、医療安全に関する国民意識の
向上も関与し、学生の看護技術実習の範囲や機
会が限定されている傾向がある。さらに学習者
に対する倫理的配慮からモデルによる技術練習
にとどまり、臨床で始めて実際の人に対し技術
を行うという状況も少なくない。現状では臨床
での継続教育によって技術の習得をしていくこ
とが必要であることは言うまでもない。
　　また、同じ技術を行った結果でも、学生は教
員の介入により対象の状態を教材化され、援助
を行う体験により自己効力感を得ているともい
える。しかし臨床では、新人看護師として多様
な状況変化への対応が求められる。このことに
より看護基礎教育の場では「できた」と感じて
いたことにギャップを感じる者も多い。
　卒業の時点では、到達すべき看護技術の内容
と範囲を明確にすることが望まれると言われて
いるが、「できる」という言語、「到達度」の定
義には、すり合わせの必要がある。さらに、実
践力の強化についても課題とされているところ
ではあるが、この「実践力」についても同様の
ことがいえると考え、このすり合わせをどのよ
うに行っていくかは大きな課題である。
一　113　一
第29回東京医科大学病院看護研究集録
おわりに
　今回の研修を通して、看護教員としての看護教育
技法の学びだけでなく、看護を取り巻く現状につい
て知る機会をもてたことや、関連分野の学習、また
全国の他施設の方たちとの交流は自身の大きな刺激
となった。今後に生かすべく研鎖していきたい。
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分野 学　　科　　目 授　　業　　科　　目 時　間
専門基礎分野 哲　　　　　　　　　　　　　　　学
ｭ　　　達　　　心　　　理　　　学
ﾐ　　　　　　　会　　　　　　　学
ﾐ　　　会　　　心　　　理　　　学
ｳ　　　　育　　　　原　　　　理
ｳ　　　育　　　心　　　理　　　学
ｳ　　　　育　　　　評　　　　価
ｳ　　　　育　　　　制　　　　度
哲　　　　　　　　　　　　　　　学
ｶ　　　　命　　　　倫　　　　理
ﾂ　　　年　　　心　　　理　　　学
w　　校　　臨　　床　　社　　会　　学
W　　　　団　　　　心　　　　理
ｳ　　　　育　　　　原　　　　理
ｳ　　　　育　　　　方　　　　法
ｳ　　　育　　　心　　　理　　　学
ｳ　　　　育　　　　評　　　　信
ｳ　　　　育　　　　制　　　　度
15
P5
P5
P5
P5
P5
P5
P5
P5
P5
専門分野 看　　　　護　　　　学　　　　論
ﾅ　　護　　学　　教　　育　　論
ﾅ　　護　　学　　校　　管　　理
焉@　護　　学　　教　　育　　課　　程
ﾅ　　護　　学　　教　　育　　方　　法
ﾅ　　護　　学　　教　　育　　評　　価
､　　　　究　　　　方　　　　法
看　　　　　　　護　　　　　　　論
ﾅ　　　護　　　論　　　演　　　憂
S　　宅　　看　　護　　論　　演　　習
ﾌ域・対象別看護学論演習
ﾅ　　　　護　　　　管　　　　理
ﾅ　　護　　学　　教　　育　　論
ﾅ　　　護　　　教　　　育　　　史
L　　護　　学　　校　　管　　理
ﾅ　護　学　教　育　課　程　概　論
m　護　学　教　育　課　程　演　毒
戟@護　学　教　　育　方　法　論
ﾅ　護i学　教　育　方　法　演　習
ｳ　　　　育　　　　実　　　　習
ﾅ　　護　　学　　教　　育　　評　　価
ﾅ　　　　護　　　　研　　　　究
15
R0
R0
U0
P5
P5
P5
P5
R0
X0
U0
P35
X0
R0
V5
関連分野 情　　　　　　　　　　　　　　　　報　　　　　　　　　　　　　　　　学
秩@　　　　　　　康　　　　　　　　政　　　　　　　　策　　　　　　　　弓
B　　　　　　　　　　　　　　　　俗　　　　　　　　　　　　　　　　学
g　　　　　　　　　　　　　　　　体　　　　　　　　　　　　　　　　論
早@　　　　　　　　　際　　　　　　　　　　看　　　　　　　　　　護
縺@　　　　　　療　　　　　　　　経　　　　　　　　済　　　　　　　　学
ﾁ　　　　　　　　　　別　　　　　　　　　　講　　　　　　　　　　義
15
P5
P5
P5
P5
P5
P5
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